











































伊織塑麿「薊の花」短歌三首、 加 英一「生活斷片」随筆、鷲野飛燕「旅の歌」短歌五 桑原白灯 鮎と胡瓜」短歌八首、大宮芳穂「短歌日記より」短歌一三首、平井う















加藤英一「手紙の來たある一夜」小説、鷲野飛燕「夜寒小景」短歌六首、鷲野和歌子「庭の木かげ」短歌六首、鈴木良生「秋風吟」短歌五首、高田あ ら「秋の夜 短歌五首、林京平「伊吹紀行」短 五首、大和玉椎子 愁傷の憂」短歌五首、加藤英一「ある夜」詩、平井うしを湖「秋は悲しい」詩、 鈴木美夕路「波に戯るる子 」詩、野々部幽水「啜り泣く魂」詩、 藤原深山 山家に遊びて」
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幹を縦横に発揮する。後年、日本の近代詩史において高く評価されることになった、 井口蕉花、 春山行夫らの詩誌『青騎士』に参加し、さらに中山伸、高木斐瑳雄らの『風と家と岬』に加わり編輯発行人となった。そして、名古屋詩壇におけるエポックメーキングな詞華集『東海詩集』の編輯委員になり、大正末年から昭和初期にかけて詩誌『新生』の編輯発行人として活躍した。しかし、 昭和四（一九二九）年一一月、数えの三一歳をもって病逝した。　
野々部逸治は中学卒業後、名古屋通信社に入社し市井通
信記者として活躍したが 『ひとみ』 同人の平井うしを湖 （潮湖）もまた同社の記者であった。また、 鷲野飛燕、 鷲野（花岡）和歌子夫婦は、明治四一（一九○八）年に創刊された歌誌『八少女』で活躍した歌人である安藤青葉の 文藝通報』　『ひとみ』のような短歌中心の文芸雑誌は、当時、まだいくつか存在したもようで、たとえば大正八（一九一九）年九月に久保川庄次郎 （名古屋市東区鍋屋町一丁目） によって創刊された『滄浪』 （滄浪詩社）や、 やはり同年の秋（第二輯は大正八年一一月発行） に創刊されたと推察される 『漂
泊』 （名古屋市東区橦木町三丁目・漂泊詩社）がある。　
そして、 短歌ならびに俳句を中心とした文芸雑誌には 『は










伊藤紅雲「許嫁の矛盾」小説、 金尾まきは「遠い昔の夢」詩、高師静子「小曲」詩、山下信一「出奔」詩、山下幽谷「波の音」小説、高師静子「思想の煩悶」感想、淺田英舟「月の夜」小説、 「雜吟（俳句）―曉花・三句、森田重雄・七句、 中村英二・一句 森田五來 「夜の郊外」 詩、 「短歌」―大和玉椎・五首、葛城馨子・五首、中村英二・四首、笹原賤夫・六首、幽冏生・四首 士曉花・四首 山下幽谷・三首、高木東茂二・一首、山本萩浦 二 藪内正義・六首、安藤夢川・三首、二葉女・五首、高師静子・三首、 石榑嘯雨・二首、 森田重雄「情緒に抱きつゝ」随筆、
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には〈早いものだ、この文藝通報が産声をあげたのは昨年の十月であったから恰度今月で半ケ年になる。六冊ならベて見ると幼い雑誌乍ら順次的に発展して来たかのやうに思はれる〉とあって、 同誌が大正八年一○月に創刊して以来、休まず月刊誌 して続刊してきた とが判明する。　
編輯兼発行人の安藤青葉については何も分からないが、


























と改題）を創刊 、大正期にはこの『第一歩』を発行 その他多くの雑誌で活躍。昭和七 （一九三二） 年に短歌誌 『歌壇風景』を創刊した。 『明治大正歌書解題』 、歌集『落暉』 、『歌壇風聞記』などの著書がある。　
ところで、閲覧の『第一歩』は第四号の一部と第一三号
のみ。その概要を次に記す。第四号は前記 ごとく大正一○年四月一日発行。同号目次には次のようにある。
























は〈多士儕々たる間に後藤蘋葉君の近時 活躍は活目に價し、コマドリ誌上に少からず作品を發見す〉と記されている。 『 』は大正九（一九二○）年に後藤東一（東甫）によって創刊された短詩形雑誌で、同誌に蘋葉は幾多の短歌作品を発表している。　『破邪』と同じ年に創刊されたと推察される文芸雑誌に







尾崎楓水 「某生へ送る手紙」 小説、 白鳥浪雄 「或る夜」 小説、永坂孝一「矛盾か不可解か」小説、船戸徹二「風呂場と雪蔭の藝術」随筆、 ＦＴ・白鳥「編輯後記」 、 白鳥浪雄「第二期を踏まんとする我等同人」小文、 「激」
　「編輯後記」の〈尾崎先生から原稿を載いた事は、私等に取って愉快である。先生に謝して置きます〉や、 「激」
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欄の〈会員諸氏の住所を発行所まで夏季休暇前に御通知下されたく／次号原稿〆切第一学期試験終了の日〉などいう記事から、 『若き憧憬』は既述の『伴天連』と同じく尾崎楓水（久彌）の関係した愛知一中かどこかの学校 生徒たちによって発行された文芸誌だったのかもしれない。　「編輯後記」には〈次号はいよ〳〵、若き憧憬の終焉を記念し併せて再発を一轉割する意味に於いて若き憧憬の廃刊を出す。約倍大にする豫定で今まで失敬した所 原稿は出来るだけのせたい。／而して九月一日を以て若き憧憬から一歩段 異にした所の文藝同人雑誌を活版で創刊する事になってゐ 〉と記され いるが、果してその言のとおり新規活版文芸誌が発刊された か否 、不明である。　また、これらと同じころ発行された文芸誌に、 『耕す






































































年四月、 鈴木、 丹羽等と名古屋文芸会を結び『燃焼』を発刊、三号を『平凡』と改題して休刊した〉とも記されているが、『燃燒』第三号は『平凡』と改題されてはいない。ただ「編輯室より」には〈 「燃燒」も九月號から、内容外觀共に改められるやうになつた。まだ不滿な点も多々あるけれど、だんだんと努力して行かうと思ふ。たとへ吾 は微力であらうとても、正しい文藝、ほんとうの文藝に向つて 一身をさゝげたいと思つてゐる。此度の改革で本誌 その基礎が確實に發刊し得るやうになつた〉と記されている。何か大きな改革があったこ は事実らしい。　
また、この第三号に限っていえば、鈴木惣之助の名はど
こにも出ていない。は して鈴木は『燃燒』発行に参加したのであったろうか。同号からはその確証は掴みえない。なお、杉浦盛雄の文章によれば、どう ら は大正一一年四月に創刊されたように推察され 。　『燃燒』の編輯を担当した丹羽安信は育英商業学校卒業後、新愛知新聞社 入社、映画評論家と て活躍した。同校卒業生にはこのほか 詩人 伊藤耕人、浅野紀美夫 がおり、また次に紹介する第三号目次にみる人々も卒業生ならびに同校関係者と見做してよいのかもしれない。　
尾崎楓水「朧夜の巻」脚本、マチルド・セラオ作・成
田謙次郎訳「いのち永かれ」小説、ふゆのひとは「もの
思ひ」詩、 中島慶治「泰酉文壇小話」評論、 丹羽安信「線路工夫」詩、ＴＥＩＪＩ 若い日のノートより」感想、小川浩一「青い室から
　
桃色の街」詩、長司春湖「東北








































道會〉の発行 いうから育英商業学校と係わり 深い刊行物と推察される。紹介の九 号内容には〈藝術の民衆化・尾崎久彌、親鸞復活の意義・中島慶治、日本臣道史論・尾崎久彌、實験体育談・日比野寛、手記より・長司春湖、わが夏・ 千代野、創作・雪を背景に・楓水小史、通俗日本臣道 日比野寛〉とあり、校長の日比野寛 じめ 尾崎中島、長司ら『燃燒』関係者の名が少なく い。尾崎千代野は尾崎久彌夫人、 楓水小史は尾崎 筆名のひとつである。　
同号には清水芹畝軟集『人並の心』 （育英文藝の會発行）
の広告があり、また、 「消息」欄には中島慶治について〈青山學院在學中の同氏は目下市内西區中村に帰省中〉と記されている。
（きのした
　
しんぞう）
